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現在横浜市では、市内全域で歩行中の喫煙をしないよう努めていただくとともに、たばこの吸い殻を

はじめ、空き缶や紙くずなどのごみのポイ捨てを条例により禁止しています。 さらに、平成 19年度

からは特に人通りの多い駅周辺等６か所を喫煙禁止地区に指定するとともに、当該地区内において喫煙

した場合には罰則（過料２，０００円）を適用しています。 一方で、私たちの住むここ旭区の主要駅

である二俣川、鶴ヶ峰駅は乗降客も多く、タバコの火による危険性が高いことから、 は  

これまで、長年にわたりこの両駅周辺を喫煙禁止地区に指定するよう求めてきました。そしてようや

くこの度、新たに二俣川駅周辺地区（と戸塚駅周辺地区）について、喫煙禁止地区指定に向けて取り

組むこととなりました。 
 
 

現在、市内 6 か所（右参照）の喫煙禁止地区では、

違反者への罰則適用に加えて、屋外での喫煙対策とし

て分煙環境の充実に向けた喫煙所の再整備が行われて

います。既に関内地区など 4地区で再整備が終了して

おり、引き続き新横浜駅周辺や東神奈川・仲木戸駅周

辺地区で再整備に着手します。 
 
 

今年度は新たに二俣川駅周辺地区及び戸塚駅周辺地

区の 2か所の地区指定に向けて手続きを進めます。 

二俣川駅の今後のスケジュールは以下の通りです。 

◆平成 29年 10 月：エリア案策定 

◆平成 29年 12 月：エリア案に係る市民意見募集 

◆平成 30年 4 月：地区指定の告示 

◆平成 30年 10 月：罰則（過料）の適用開始 

二俣川駅・鶴ヶ峰駅周辺は以前から「歩行喫煙や吸い殻のポイ捨てをどうにかしてほしい！」とい

う要望が多く、また地域の美化推進活動も活発であることから、 は駅周辺の喫煙対策を

強く要請してきました。今回の二俣川駅の指定によって、タバコのポイ捨てや受動喫煙の無い美しい

駅を目指すとともに、鶴ヶ峰駅についても同様の指定に向けて鋭意取り組んでまいります。 

 

 

横浜市会第 2回定例会において、民進党横浜市会議員団の新た

な体制がスタートしました。 新団長には川口たまえ（港北区）

が就任。新副団長にはこがゆ康弘（旭区）、坂本勝司（戸塚区）、

藤崎浩太郎（青葉区）の 3名が就任、政調会長には伊藤ひろたか

（緑区）が就任しました。また、副議長には森敏明（保土ヶ谷区）

が選出され、併せて常任委員会・特別委員会の委員選任が行われ

新構成が決定しました。（こがゆ康弘は常任委員会の委員長に！） 

民進党 

現在の喫煙禁止地区（6 地区） 
横浜駅周辺地区、みなとみらい 21地区、
関内地区、鶴見駅周辺地区、東神奈川・
仲木戸駅周辺地区、新横浜駅周辺地区 
<例：横浜駅周辺地区＞ 
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平成２７年の横浜市会議員選挙において は市民の皆様に対し、平成３０年度までの実現

を目指し全力で取り組む具体的政策として３つの柱１２の項目（達成目標）を掲げています。市会議員
としての任期である 4年間で何を目指し、何を実現するのかを明確にして、その個別政策についての情
報公開と説明責任を果たすため、進捗状況の評価と検証を行い、区民ニーズに応え、議会そして地方議
員に対する市民の皆様の信頼に応えていきたいと、こがゆ康弘は考えています。今号では２年が経過し
た現時点での検証を行い、残された任期中の実現に向けて鋭意取り組んでまいります。 

看護型を含む小規模多機能型介護施設を区内

で新たに５か所整備（現状 7か所） 

今年度中に万騎が原地域に新たな施設を整備予定。

その結果、７か所から８か所に！ 

保育所待機児童ゼロの継続と保育カウンセラ

ーを計４人配置し、身近な子育てを支援 

旭区はＨ25 年４月より待機児童数ゼロを継続中！

区役所の保育コンシェルジュは１人から２人に！  

在宅医療連携拠点での相談件数を２００件以

上に。地域医療の充実で健康寿命の向上 

旭区在宅医療相談室(二俣川)での新規相談件数は

470件に！各ケアプラで地域医療連絡会を実施！ 

区役所内のジョブスポットでの生活困窮者等

への就労支援の実績を２００件以上に 

ジョブスポット旭での就労支援は開設以来の件数が

450人以上に！うち 252人が就職を実現！ 

 

大規模災害を想定した地域防災力の強化と管

理不全な空き家２０件以上に対応 

地域防災拠点の機能強化を実施。管理不全な空き家

の対応件数は 100件以上！うち 36件が解決！  

道幅の狭い道路（狭あい道路）や歩きにくい

歩道を区内で 10km以上改善・補修 

2年間の狭あい道路拡幅整備実績は、1.253㎞。歩

道整備は 0.528㎞。合計 1.781㎞を改善！  

コミュニティーバス・乗合タクシーなど地域

交通を区内の新たな地域で実現 

乗合バス「四季めぐり号」に加え、若葉台にて「わ

かば号」運行中。他地区での実施を区役所と調整中。 

公共建築物へ太陽光発電システムを新たに２

か所設置するとともに屋上緑化等を推進 

区役所に加え、新たに旧若葉台西中学校に太陽光発

電システムを導入済。区役所の屋上緑化を推進！ 

神奈川東部方面線の開業と横浜環状鉄道を国

の交通政策審議会答申へ位置付け 

東部方面線は計画通り事業推進中。中山-二俣川-東

戸塚に至る横浜環状鉄道は答申への位置付け決定！ 

二俣川駅南口再開発の計画的な施工と都市計

画道路の整備で駅周辺の機能強化 

二俣川駅南口は来年 3 月の完工に向けて施工中。 

鴨居上飯田線も二俣川地区での同時完成を目指す。 

高齢者が気軽に立寄り交流できる拠点を３か

所新設。郊外住宅団地の再生・活性化を実現 

若葉台地域交流拠点ひまわりを新設。合計 4か所に。

左近山団地にて大学生による地域支援活動が始動！ 

議会の災害対応力強化と政務活動費等の公金

の使い道をさらに透明化 

横浜市会の災害時業務継続計画（ＢＣＰ）を整備済！

政務活動費報告書のインターネット公開を議論。 

評価の結果、計画より進捗しているＡ評価は３項目にとどまりました。こがゆ康弘は抽象的な政策で
はなく、今地域が抱える課題は何かをとらえ、市民の皆様に定量的かつ期限を切って達成目標を示し、
その約束を実現するために努力します。より良い市政の実現に向けて今後も活動を続けてまいります。 

 

  

昭和 42年鶴見区生まれ。 
早稲田大学大学院卒業後 13 年間の民間企業勤務を経て、 
横浜市会議員に。２００６年初当選（現在４期目） 
【2017年度】 
常任委員会：建築・都市整備・道路委員会 
       （委員長） 
特別委員会：大都市行財政制度特別委員会 
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